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横浜市青少年指導員
シンボルマーク

昨年の秋頃から各地区のイベントが徐々に開催。子どもたちの笑顔を久しぶりに見ることができました。今後も感染対策を行い

ながら、様々なイベントを開催していきます。

谷本地区 レザーグラフト教室 中里北部地区 ウオーグラEJ_

10月 22日 (土 )

牛 革 で 三 角 コ イ ン

ケースを作 りました |

参力]は 小学1～ 6年生。

コロナ禍前に企画 した

イベン トがようやく実

現できました。

11月 6日 (日 )

今回のテーマは、“ジケ街

道「関所をこえて歩こう」"

5つある関所では、輪投げ、

ビー玉、めんこな

どにり
`戦

しました。

ジケ街道MAP>

上谷本地区 光る池のイベント 市ケ尾地区 ヒコーキ大会
11月 12日 (土)

3年ぶりの開催になり

ました。当日は約3000
人の近隣の方が参加さ

れ、ライ トアップされ

た池の光に感動されて

いました。  ・

11月 19日 (土 )

天候に恵まれて、

小学生が、組み立て

たヒコーキの滞空時

間 を競 いあいま し

た。笑顔あふれるひ

とときでした。

恩田地区「こどもの国で親子で楽しく道ぼう」 青葉台地区 星を観る会
11月 20日 (日 )

曇 レリ時々小雨 と、あ

いにくのお天気で した

が、秋のイベントが色々

用意されており、約80
人の親子に楽 しんでも

らえました。

12月 3日 (土 )

曇 りでも成立しない

「星を観る会」。「本物の

持つ力」がテーマです。

米粒大にしか見えない土

星の環、見ると大人でも

感動しますよ 1是非、本

物を見に来てください。

「青指やもと」



コロナの影響で開催できなかった青葉区民まつりが、3年ぶりに開催する運びとなりました。当日は

約 3万人もの人たちが来場し、大変賑わうお祭りとなりました。

今年の青少年指導員が担当するステージイベントは、青葉区公会堂天丼改修工事のため、区役所第二

駐車場特設ステージのみでの開催となりました。例年とは異なる運営・進行が求められましたが、スタッ

フとして参加した青少年指導員が力をあわせて携わり、大成功に終えることが出来ました。
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当日、午前 8時30分に集合し、全体説明を受けた後に各セクションに分

かれて打ち合わせ。開催を目前に不安と緊張が…。

ブラスバンド等の大型楽器を輸送すZ

への搬入の案内と出演の受付をしまし

椅子や譜面台の設置など、出演団体

のステージ設営を補助しました。
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会場入□で、コロナ対策の検温とア

ルコール消毒を実施。また、円滑に
大勢の来場者で事故が起こらない

様、□―プを張つたり、要所要所で

ガー ドや声掛けをしました。

小学生から高校生のステージでのお手

伝いで、たくさんのパワーをもらい、

充実した日を過ごさせてもらいました。
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「

全体説明の後、各

セクションに分か

れて担当します。
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トラックを駐車場へ誘導、

た。  _
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3年ぶりに雲一つない晴天のなか開催された青葉区民マラソン大会。横浜市内で唯一公道を使つた区民マラソン大会に、

今年はランナー 958人が参加しました。青少年指導員はランナーの受付とコース誘導を行いました。

～ランナーの受付～    ～コース誘導 ◆警備～

当日はフ時に集合。今年は青少年指
導員がランナーの受付を行いました。
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安全確保のため、コース誘導・警備を行うとともに、
観客や歩行者、車両の整理・案内を行いました。 最後は大会アンバサダーの有森裕子さんと記念撮影
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青少年指導員活動における活躍が顕著な方々に

対し表彰がありました。おめでとうございます。

■神奈川県青少年指導員表彰 (4名 )

渥 美   豊 (青葉台地区) 平 松 美 智 子 (青葉台地区)

山岸 和治 (青葉台地区) 森下 哲男仙内地区)

:彗軍11N`F]彎凡曇
表
●璽鳳

(11名 )

田中 久男 (谷本地区)

堀内 央征 (谷本地区)

稲葉 重則 (青葉台地区)

明石  彰 (青葉台地区)

若松 寿美 (青葉台地区)

三見 晃広 (青葉台地区)

針生  淳 (青葉台地区)

宮野 裕子 (青葉台地区)

飯島 末夫 (山内地区)

三野 弘明 (荏田地区) 1磯部 明宏 (荏田地区

'

表紙のクイズの答

算数は日常生活で必要となる計算 (四貝」演算)で正確な答えを出すことが目的ですが、数

学は日常生活では日にしない抽象的なもの (マイナス・平方根等)を使つて、道筋を立て

て考える事を通して論理的思考を身に付けていくのが目的です。算数では正し

い答えを、数学では答えまでの過程を、それぞれ重要視する所が違うんです。  IT.F

加藤誠 /鈴木秀幸 /松本勝美 /内野慶久/横山真也/金平昌幸/松本洋一
岡田静乃/扇原剛 /‐ 磯部明宏/花野年秀/古石吉秀ン三笠貴彦

隕幌影颯籟鰤
■火災lXタトにも保障        ※ィラスHよイメジです。

利縦轟績年間推卜金の25%
※ 広告内容は概要のため、詳細は下記までお問合せくださしヽ

例ぇば1,000万 円0契約金額で・・・

圏4。000円 固8,000円

広告

お問い合わせ

資料請求勝"・ 陶
青指あおば49号 発行/青葉区青少年指導員連絡協議会 令和5年2月 発行

事務局/青葉区こども家庭支援課学校連携・こども担当 電話 045(978)2345 FAX 045(978)2422


